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昭 和40年(4月末）昭和45年(4月末）昭和50年(4月末）

2,885人 2,359人 2,076人

2,950人 2,356人 2,131人

5,835人 4,715人 4,207人

1,274世帯 1,187世帯 1, 106世帯

〔囁』分〕 転入した人
転出した人

27人
41人（前月比19人減）
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表2 就業動機の理由
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表 3 荏住青年の就業継続意志
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一表 1 アンケート回答者の属性

事項 年令 性 戦業 学歴 就職のため 1年

~18才， 22オ～ 農林，非農中卒，高卒 以上町をはなれ
~26，才，～29オ男女林 大卒，その他尉喜験ありなし ％実数

在住 4.5% 29.6 I I I I I 100.0% 
青年 4CJ.4 25.6 174.□%26.□121.4%79.61 % I 96 I 223人

30. 3 56. 61 54. 7 42. 7 
回答 5.3 25.o l76.2 23.7160.5 39.51 6.6 2.6 12.7 1100.1 76 
青年 48.7 21.o 

註大卒は短大卒も含む。
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青
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仕方がないので 6(28.6) 5 (9.1 11(14.7) 
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表 4

1農林青年 1兼第業二青種年 全 体

農林産物価格の不安定＇ 13(30.9) 16(26.7) 29(28.4) 
農林地が狭いこと 8(19.0) 11(18.3) 19(18.6) 
農林業の将来性，見通

8(19.□)' し 10(16.7) 18(17.6) 
農技林業術についての知識
， の不足 5(11.9) 5 (8.3) 10 (9.8) 
人手不足，労働過重 1 (2.3) 6(10.0) 7 (6.9) 
収入をふやせないこと 2 (9.5) 4 (6.7) ） 6 (5.9) 
経営資金の不足 3 (7.1) 1 (1. 7 4 (3.9) 
天災をうけやすい 1 (2.3) 3 (5.0) 4 (3.9) 
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